


































8月）、同「市場」 （｢仙台市史資料編6近代現代2産業経済」 1V、仙台市、 2001年9月）、 「市場（い
ちぱ)」 （『近現代仙台の経済と市民生活〔平成13年度東北学院大学経済学部公開講義〕｣、東北学院大学経済
学部･高等敬育ネットワーク仙台、 2001年12月）、同「｢宮城県食品市場規則」公布下の仙台市の青物市場」
（『市場史研究」第22号、市場史研究会、 20()2年11月） 、同「研究ノート 昭和初期仙台市の魚市場再編問
題一『宮城県食品市場規則jの公布（昭和3年） をめぐって－」 (I東北学院大学論典経済学」第153号、
東北学院大学学術研究会、 2003年9月） 、 ｜司「『地方税規則」公布下の背物市場の紛争」 （｢市史せんだい」













北根の合併」 (I市史せんだいjVb1.15、仙台市、 2005年9月） 、 同「明治20年代の仙台市における青物市
場の再編新聞記事を主な史料として－」 （『市場史研究j 26号、市場史研究会、 2006年12月） 、同「研
究ノート 明治20年代仙台の青物市場の再編過程一「小西家文割による検討を中心に－」 （『東北学院大
































































































































































































































































































場」へと名称変更した。さらに、 この4つの公設市場は、 1926 （大正15）年4月、経営主体が
宮城県から財団法人宮城県社会事業協会に移管され、名称も、それぞれ「宮城県社会事業協会東

















































れていった。例えば、 1918年8月25日の「河北新報」は、「公設市場急設」 という見出しで、 「今
回の食糧暴動（米騒動のこと． ． ･ ･ ･ ･引用者）に鑑みこれが急設普及の要を認め、小橋内務次官より
各地方長官に対し至急設置すべき旨､それぞれ伝達したり」と報じている。そして8月29日の｢河









'！中川正人「米騨励と民衆運動の腱開｣． 「窟城の研究6近代篇｣、消文堂、 1984年7月、 336ページ。なお、
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































”枇西光速・加藤俊彦・大島清・大内力「日本街本主義の没落I」 （東京大学出版会)、 1960年、 4ペーシハ
この「反動恐慌」の特徴、 とくにその経過や意義については、 さしあたり、同書の第1章を参照きれたい）
そこでは、 この恐慌とそれ以降の日本経済の特徴を、 「一九二○年に世界にさきがけて起った恐慌は、大戦

























また、 この「反動恐慌」以後、 「慢性不況に伴う失業の増大」 （同瞥224ページ）の時代が到来したことも
指摘している。ちなみに、 この時期の労働組合数は、 1919 （大正8）年187， 20年273， 21年300， 22年
389， 23年432，24年469，25年457，26年488，27年505と、年を追うごとに増加した（同書226ページ伽


































公設市場の計画も廃路商人（名掛丁の商人のこと･ ･ ･ ･ ･ ･引用者)」を主脳とし、或は廃炉商人に供
託して営業せしめると言った様な口吻であったので、吾人も大いに賛意を表した次第である。然
るに設立の現在になって見ると他町の商人がドンドン入り込んで来て勝手に廃路商人の営業権限



































































































































































































































































































首己↑ 132,363,780 100.0％ 132,5537570 1(〕0.0％















































































金額(円銭） 割合 金額(円錐） 削合 金額(円錐） 割合 金額(円銭） 割合 金額(円銭） 割合 金額(円銭） 割合 金額(円銭） 割合
公臓 4,5".OOO 57.0％ 20,000,()()() 34.(〕〔舟
脚庫補助金 3,390.000 43.0％
寄付金 82.4兜24,230.000 41．2発 18,330."0 17,730.0()(） 88.6％
雑収入 4,554.000 7.7％ 1,910.000 8.6堤 2,287.ⅨX） 11.49f 28,493.000 45.4％ 8,396.000 15･8％ 6,748.00{） 11,5％
繰越金 10,"0.00() 17.0〔賂 2,000.000 9.0蝿， 22,"0.OOO 35.0％
住宅資金収入 8,778.000 14．0男 20,638e000 38‐8兜 28,003.OOO 47．7％




































Ｉｌｌｆ 金額(円銭） 割合 金額(円銭） 割合 金額(円銭） 割合 金額(円銭） 割合 金額(円銭） 割合
公傭 0.000 105,000.000 77.3％ 150,0O().000 51.2％ 65.5％90,000.000
|調1噸補助金 0.000 0.0発
寄付金 46,603.550 992％ 7,550.m0 5.6％ 8,200.OoO 2.8発
雑収入 359.820 2,679.610 5.6％ 4,080.9Ⅸ） 3.0％ 5,8102" 4.8[賂0．8〔死 2.0％ 7,124.190 2.4発 7,7()O.370
繰越金 20,517.920 15．1％ 127,683.450 43_6% 23,838.17(） 17.4発 104,344.0()O 77.7発 23,909.000 19.8（汗
住宅資金収入 78,150.720 04.9％15,322.130 11．2％ 22,843.130 17．0蝿
蘭屋収入 491.260 0.4％ 3,046.320 2.3％ 7,167.750 6.0％
繰入金 5,419.000 4.5％









































13,845_000 23.6外里釦:D911 23.3% 1,410.000 7.0%
1,442_0OO 2.3%
50.000 01堤 50．000 0‘1％
275.0ⅨI 3.5発 960.000 1.6兜 96{).0()0 4.3堤
3,850.000 6.5%
7“.000 1.2蝿 1.310.“(〕 5.9兜
1,053."0 5.39f 1,070.ⅨX） 1.7発 970.000 1.8発 970.000 1.7％
2.870‘()0[） 12‘9呪
7,50u00O 12.8% 4,0(}0."0 18.0% 4,719.0()0 23.6% 2,357.000 3.8%, 3,040.000 5.7% 770,00{j 1,3%
278.000 1.4％ 299.()00 0.5外 319.000 0.6軒 275.000 0.5軒､
5,955.0〔)(〕 101％
22,660.0QQ 38.5% 22,430.000 35.7% 23,898.000 44.9% 24,755.000 42.1%
8,776.000 14.09f, 20,496.000 38.5% 27,336.000 46.5%
5,230.000 23.5% 9,520.000 47.6% 4,100.000 6,5iZ' 1,700.000 3.2% 1,500,000 2,6%
31314000 5.6% 2,690.000 12.1% 3,037.000 15.2% 200.000 0.3% 500.000 0.9% 500.000 0.99f,
22.095.0()0 35.2％ 2,229.000 4‘2％ 2,580.000 4.4％


































金額(円銭） 割合金額(11銭） 割合金額(円錐） 割合金額(円錐） 糾合金額(｢'I") 荊介金額(円銭）
0.mX〕 0．0％
1，218‘710 0．5野 1.434.23(） 4.3％





















































802.860 0-3％ 952.410 2.9罪 869.40〔）
〔).000 0.0％ 0.000 0.0発 0.000
1,199.810 3.6％ 102.370
4噸549.650 1.7％ 1,210.000 3縮7％ 180.00〔）
















366.030 4.3％ 270.080 0.1兜 293.380 0.9％ 562.080
0，000 0．0兜245卜000.000 91‘0％ 0.〔)％
15,224.000 46.0%104,804.050
7卜268.910 2.7軒
0.000 0.0％ 10，“0.000 30.2％
2，101‘590 63堤 3,270.450
























































































































































































































































バラックを急造して早速市場を開設満水小路と表小路の二ケ所に変更きる 〃 8月 9日
仙台の公設市場は市の希望で県営献立も出来て愈々着手場所は又南町通
に変更9月早〃に開設きれん
〃 8月13日
臨時県参招集公設市場予算 〃 8月20日
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原の町公設市場計画蒋々進捗生魚も売出す 〃 8月21日
県営公設市場版売人も価格も決まった魚は3割安に売れる開設は9月10
日後か
〃 8月22日
公設市場財猟県参事会通過 8月25日
8月26日
8月27日
8月30日
〃
〃
〃
″
公設市場は時期を失せぬか市民の生活に無頓蒋な当局
公設市助愈々辿築今日から諭手2週間で落成直ちに開設
原町公殺市助来月中に実現
愈々来月半ばから開般の公設市場朝7時から夜9時まで月に1回2()日に
休業貸売は一切罷ﾄ)成らず
〃 8月31日
公設市場法案今期議会に提出 〃 9月2日
仙台公設市場愈ﾑ' 15日から物価は概ね3割安出店の出願が多い日用品
は何でもある
ケ 9月5日
原町公設市場今月末か来月初め開設せん
15日から開設の仙台公設市場毎日午後8時までの開店店割も決定した
9月5日
9月11日
″
〃
公設市場は愈々明日から市がiMI係せぬからとて 「宮城県公設市場」と改称
売品市価の調壷開始
＊ 9月14日
背物商の大結束公般市場を向に廻して意味深き宴 み 9月14日
公殻市塒は今日から好商を懲らすのが公殻市場の目的
ある市価が下落さえすれば市場の目的は達した訳と･ ･ ･
る
随分不法の値段が
安藤勧業課長は語 〃 9月15H
蓋を開けた初日の公設市場無風雨にも携げず主婦連大挙して殺到市mi
より何でも安い
〃 9月16日
突如現れた私設市塒公設の向を張って魚類野菜の飯売 〃 9月17日
公設市珊のお砿で諸物価の総崩れ八百屋も五-'一築屋も市場に負けじと大
勉強今迄暴利を食った証拠
〃 9月19日
大敵を前に魚商の内証勃発問屋の魂胆から不公平の大悶着
一般に蕪って来た公設市場での物の貿振り
9月19日
9月19日
ら
り
魚市場と分離して公設市場と同値に市民に供給する為め塩釜へ直取引の
交渉魚小売閥総会の決議
〃 9月20日
商店を不意討して好商に社会制裁食料品ばかりで無く 一般の日用品にも
物価調壷委員新設
〃 9月20日
魚市塒の会社側も欲張り出す黙認きれぬ
公設市場に木綿反物も出る南京洋l旧の加藤蒋が馬力をかけて調査
日
日
２
２
２
２
月
月
９
９
〃
″
公設市蛎の出品に
IIiと約束したから
お膝元は閑却きれた イll1台魚商の不平と哀訴「知事が塩釜
今更何とも致し方が無い」 会議所の斡旋も埒開かぬ
〃 9月24日
魚市場の圧辿を排して起った魚小売商元寺小路に私設市場公設市場と同
値段に向う一年間売る計画
〃 9月24日
問屋へ出した五ケ条の新要球結局は妥協か小売商に弱点 〃 9月24日
私設市甥も結櫛だが魚の供給は何うか魚市場でも相当に改革せねばなる
まい畑谷魚市会社専務談
〃 9月25日
秘股市墹知邪へ申告許可されん
市珊出品妥協か昨日双方で互譲の協撫
公設市塒役員入換顔馴染が出ると弊害が起るとて昨日から実施
原町市場は飽くまで遂行
問屋の取引は従前通り 将来とも小売間 と提桃してやる山田社長談
私設市場依然保留御百度を踏んでも不得要領
9月25日
10月2日
10月3日
10月3日
10月4日
10月7日
〃
″
〃
〃
″
〃
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私設市場埒開かず当局の答弁は解し難しとて出願者憤慨
公設市場を圧する魚小売商の共|可販売所
市場法案要旨
元寺小路の私設市場は未だ要領を得ず仙台署長の失態曝露説
小売商の出した四条件ニツは保留で兎に角解決
1()月8日
1()月8日
〃
〃
10月11日
10月11日
ウ
リ
ｒ
県立筋易食堂二間の五間のバラックで強飯や鯉鈍の照売り 来る二十四よ
り
" 10月15日
塩釜側魚商公設市場の退去を理事長に申し出づ仙台との提槻に不満か
公設魚市場槌る
〃 10月16日
明日から開設の県営簡易食堂鰡鈍蕎麦は五銭でやっと珠算が立ったか
丼飯は未だ手が着かぬ
〃 10月19日
市場撤退提出要求未だ埒開かず何れも気迷い困るのは市民
市場紛争煮切れず県庁の態度が怪しいと評判
無理算段の簡易食堂南町通に割込んで今日から開堂
10月19日
10月21日
10月21日
〃
″
孝
お歴々が集って簡易食堂の皮切り モールやらサーベルで宛然園遊会と
いった形寿し詰めの大盛況
〃 10月22日
今度は更に呉服市場公設の計画中出現すれば結構だが
問題の私設市場辛つと解決到頭荒町に移って開設
簡易食堂大拡張更に弁当も出す昨日から建設費募集に着手
10月26日
10月28日
10月28日
″
〃
五十余軒の蕎麦屋が赤旗組を組織して簡易食堂の向こうを張る 「簡易食堂
より一銭高いがまずいものは差し上げぬゆもり」 愈十一月一日から
〃 10月28日
巡回市場施設
市場を拡張して綿と紙の廉売市価より一、二割来月十日頃開店
市内物価趨勢
莫大かの廉売計画公設市場の要をかいて
簡易食堂愈々完備建物も拡張寄付を募集して設備も整頓
勧業課長不信任仙台側魚i開組合の陳情
10月30日
10月31日
11月6日
11月8日
11月9日
11月10日
〃
″
〃
〃
〃
〃
塩釜にも仙台にも平等にするが至当塩釜に特権を与えた当局の,L串は解
らぬ清野会議所会頭談
〃 11月11日
妥協案否決仙台側強硬 〃 11月11日
県が塩釜側に特権を与えた事情仙台側の不服は無理佃煮問題の真相は是
安藤勧業課長の弁明
〃 11月13日
社会救済事業
麺類や雑貨の
簡易食堂建設
今度は蝮問題
公益質屋其他
公設市場陳列場を利用県が窮余の策
愈々今日入札
子供の喧嘩宜しくの体
11月17日
11月18日
11月18日
11月21日
〃
〃
〃
″
簡易食堂を五ケ所に民営で新設経営は不体裁で ′自.僚式との非難赤旗
組の計画
〃 11月24日
〃 11月26日救済事業協議質屋市場其他
改善さるる簡易食堂来月三日から カレー丼や親子丼も 金十五銭で供給
する今度は体裁よく
・ 11月28日
月
月
月
月
２
２
２
２
１
１
１
１
公設質舗特徴当局者の説明
綿や木綿の公設市場愈々十日から
改善された平民食堂昨日が開業式
社会政策調査
日
日
日
日
３
３
４
８
〃
〃
〃
〃
陳列場に開設
皮切りに知事や内務部長も推参
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鯆買住宅革命社会救済策
簡易食堂拡張
12月8日
12月8日
″
〃
今日から開設される木綿の公設市場物産陳列場三号館に市価より三割型
安綿類は二、三日
〃 12月10日
大人気な木綿市嶋初日の売上げ六百万円
市営貸家建築市有地売却
木綿市場金券発行吏員警官の為めに
県営木炭売出一万俵輸送
物価公定問題
塩鮭の原価がタッタ七厘
来る二十九日 閉鎖する木綿市場戦争のような昨今の大景気
食堂問題解決係員の仲裁で
木綿市場南町通りの年の市に
公設市場で賃餅廉売一升七十銭二日まで
木綿市場閉場来春再開
赤旗組も値上
簡易食堂乗取魂胆食堂攻撃襲面陰謀者厳探中
公設市場負担
県営木炭販売公設市期にて
社会救済事業市九年度予算
公設市場が廉売デー不評判挽回に二十、二十一日実施
社会救済事業
愈々出来る簡易ホテル職業紹介や浴場も県営
本県救済事業改良長屋建築
邪魔にされる公設市場警察から屋上制限の苦情
公設市場改善物価下落に就て
公設市場に営業税市場側大恐慌「個人経営だから」と税務署は主張
公設市場課税撤廃決議
卸問屋が小売り を開始した手数料だけ安くなる仙台も漸落せん
鼻に付いた公設市場七千五百円の県補助の行使
公設市場課税反対容れずんば損害の賠償
市場課税は苛敵珠求売上高は余り 過重な見積り
市場撤廃は不可半永久的悲る商家の指針に
公設市場の課税拒絶県当局に迫らんとす
公設市場改築撤廃せず
公設市場撤廃反対商人結束して立たんとす
今が肝腎の公設市場県の撤廃説の一方、指定商人奮発
市場存廃問題県の回答未し
市場存続救済策で決定
職業紹介所は先づ仙台市に事務所は物産陳列場か追々無料宿泊所も
社会救済事業浴場及宿泊所
公設職業紹介所愈々二十六日から開設す
" 12月11H
〃 12月13日
〃 12月14日
・ 12月17日
" 12月19日
〃 12月22日
〃 12月25日
〃 12月26日
〃 12月26日
〃 12月26日
〃 12月30日
1920 (大正9)年1月4日
〃 1月10日
〃 1月12日
〃 1月22日
〃 2月10日
〃 2月18日
か 3月3日
〃 3月4日
〃 3月 8日
〃 3月21日
〃 4月21日
〃 5月17日
〃 6月3日
〃 6月 5日
〃 6月 5日
ケ 6月6日
〃 6月 7日
〃 6月 9日
ケ 6月9日
〃 6月10日
〃 6月13日
〃 6月21日
ウ 6月23日
・ 6月26日
〃 7月5日
〃 7月19日
〃 7月24日
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大正期仙台市の公設小売市場
公設浴場計画
公設市場解散物価漸落の傾向
公設市場遂に廃止昨日評議員会で公式決定
日
日
日
０
６
９
３月
月
月
７
９
９
〃
〃
〃
公設市場は一先づ撤廃する充分開設の目的を達した必要の時は更に計画
春藤内務部長の説明
〃 9月23日
公設市場廃止愈本月限り 〃 9月27日
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